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　コロナ禍の中、沈静の萌しを見せ始めた年末年
始、各種団体の諸行事が再開されています。
　午後は長崎市内、夕方は諫早市内と移動を余
儀なくされることがあります。行事にはアルコール
がつきものですが、そこで威力を発揮するのがノ
ンアルビール。
　見かけも味もグッド、お世話になり元気に活動
ができています。
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副議長室へ来訪副議長室へ来訪

長崎県ケアラー支援条例制定長崎県ケアラー支援条例制定

琴ノ尾岳眺望改善を地元自治会長と共に県担当部へ要望琴ノ尾岳眺望改善を地元自治会長と共に県担当部へ要望

　昨年もコロナに明けコロナにくれた１年間でしたが皆
様におかれましては、今年こそはと希望の新年をお迎
えのこととお喜び申し上げます。
　コロナウイルス感染症第７波も一旦落ち着きを見せる
気配でしたが年末にきて県内において１日２０００名近
くの第８波の感染者を見るに至り予断を許さない状況
になりました。
　マスク着用で三密を避け感染防止に気を配り元気は
つらつご活躍下さい。
　昨年は寅年でした。壬寅（みずのえトラ）は乳寅、母
寅と言われ優しいトラの年でありましたが、昨年の今
年の漢字は「戦」でした。
　ロシアのウクライナ侵攻などでは世界中が心を痛め、
カタールにおけるワールドカップサッカーは日本国民が
沸き立つような快挙を見せてくれました。
　県議会においては坂本議長から中島議長へ交代とな
りましたが、副議長は継続となり引き続き私が務めさ
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せて頂いています。

年が明け、寅年から兎年へ
　兎年は「飛躍」や「向上」の年ともいわれます。
　昨年は前年から続いて新型コロナウイルス感染症拡
大が私たちの生活に大きな影響を与え、廃業や休業な
ど引き続き余儀なくされた方も多くおられたと思いま
す。しかし一方で感染状況がだんだん好転し、回復の
兆しが見え始め、今年は今までの数年間から大きく「飛
躍」し、私たちの生活が大きく「向上」する年になって欲
しいと強く願うものです。
　間もなく統一地方選挙、４期目への戦いがスタート
します。
　人口減少対策など課題山積の長崎県政を希望と活力
あるものとするように頑張ります。
　皆様の更なるご指導ご支援をお願いし、新年のご
挨拶と致します。
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あけましておめでとうございます。あけましておめでとうございます。

今年は決戦の年です。改革21の精鋭！今年は決戦の年です。改革21の精鋭！

○保育人材の確保及び処遇改善
○中小・小規模事業者に対する支援及び支援体制の拡充・強化

可 　 決
さ れ た
意 見 書
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　１１月定例議会は１１月２５日㈮～１２月２０日㈫までの２６
日間の会期で実施しました。
　最終日に追加上程審議した４３５億円の追加補正を含め４
４８億円の一般会計補正予算案や動物愛護条例案など３０議
案を可決し閉会。

【質問】全国旅行支援については、本県に多大な経
済効果を与えていると考えており年明け以降、割
引率が低減されるなど支援内容が変更されること
により、利用率が減少することも考えられるが、
活用可能な予算64億１千万円については、余らせ
ることなくしっかり執行し、更に予算が不足する
場合には適切に対応して頂きたいと思うがどうか。

【文化観光国際部】予算が不足する場合には早期に協
議するよう国からも求められていることから、執行
状況を踏まえながら適切に対応してまいりたい。
　　また、支援内容の変更による利用率の変化につ
いては予測が難しいが、利用率が減少することも想
定されることから、年度内の予算執行が難しい場
合には事業の繰り越しも検討してまいりたい。

観光生活建設常任委員会及び分科会報告観光生活建設常任委員会及び分科会報告
観光需要回復促進事業費について

2 長崎県動物の愛護及び管理に関する条例について

4

【質問】今回の補正は、国において決定された『物価
高克服・経済再生実現のための総合経済対策』に
沿った国の補正予算に適切に対処するとのことだ
が、物価高克服の観点については、どのようになっ
ているのか。

【土木部】建設資材等の高騰を見込んだ市場実態を
反映した単価等による適正な予定価格の設定や、
請負代金額の変更規定の適切な運用に努めてまい
りたい。

土木部関係公共事業費について

5

【質問】繰越額の縮減に向けて積極的に取り組んで
いるとのことだが、昨年度と比較して縮減は進ん
でいるのか。

【土木部】今年度の縮減対策の目標として、昨年度の
「15カ月予算に対する繰越率」である29％を下回る
よう取り組んでいる。
　　11月定例会までの繰越率は昨年度を下回ってお
り、引き続き、適正工期の設定や施工時期の平準化
に対応しながら、繰越額の縮減に努めてまいりたい。

土木部関係繰越明許費について

【質問】本条例の県の責務として、人と動物が共生
する住みよい社会つくりを推進するため、『動物の
愛護及び管理に関する普及啓発や、殺処分がな
くなることを目指し収容動物の譲渡を推進する』
とのことだが、具体的にどのような取り組みを行
うのか。

【県民生活環境部】殺処分ゼロを目指し、保健所への
収容数の減、譲渡の推進、市町やボランティア等と
の連携について検討し、今年度中にロードマップを
完成させる予定である。

【質問】１０頭以上の多頭飼養となる場合、保健所へ
の届け出を義務化するとのことだが、どのような
効果が考えられるのか。

【県民生活環境部】多頭飼養の崩壊が全国でも問題と
なっており、犬猫は短い期間で出産を繰り返すため、
増えた分だけ持ち込まれ、殺処分につながっている。
また、糞尿の処理やエサの散乱等による異臭も問
題である。届出を義務化することで、多頭飼養の
抑制に繋がると考えられることから、本条例の周知
を徹底してまいりたい。

3 最低制限価格の引き上げに関して

【質問】建設業の就業人口が年々減少する中、業界
の将来の為にも、適切な賃金水準の確保、完全
週休２日制、ＤＸ化の推進や熟練技術者による技
術継承が必要であり、その費用の確保のために
は、最低制限価格の引き上げが必要だと思うが、
県の考えは。

【土木部】最低制限価格の引き上げについては、令和
元年より、建設業界と勉強会を立ち上げ協議を重
ねており、先月１１月には、担い手の確保や育成、
処遇改善等の具体的なアクションプランが協会より
示されたところであり、県としては、中身を吟味し、
引き続き建設業の担い手確保・育成に繋がるよう
協議を行ってまいりたい。

１１月定例議会

質疑の概要

６ インバウンドの推進に関して

【質問】国が水際対策を大幅に緩和したことで、訪
日客数が増加傾向となっているが、インバウンド
を取り込むためには、国際航空路線の再開が重
要と考えるが、長崎空港の状況はどうか。

【文化観光国際部】国際定期航空路線については、現
在、運休中である上海線、香港線の運航再開に向
けた協議に加え、台湾線の新規路線誘致に取り組
んでいるほか、ＩＲの区域認定等の市場環境を見極
めながら、東南アジアからの定期便化を見据えた
チャーター便の実施について取り組むなど。路線の
維持・拡大を図ってまいりたい。

【質問】国際クルーズについては、運航のためのガ
イドラインが策定され、国において、受け入れ
再開が発表されたところであるが、多くのクルー
ズ船の寄港地を有する本県において、今後、積
極的にクルーズ船を誘致するべきと考えるが、現
在の取り組み状況は。

【文化観光国際部】これまでも、受け入れ再開を見据
えた誘致等に取り組んできたところであり、今後は、
ガイドラインに基づき、港湾管理者等の関係機関と、
国際クルーズ船の安全・安心な受入れ体制を協議
するとともに、引き続き、誘致や入港による経済的
な効果を高める取り組みを推進し、早期の受入再
開及び需要回復に努めてまいりたい。

７ 交通局の中期経営計画の見直しについて

【質問】後期５か年の収支計画の策定等の見直しを
行う中で、前期５か年はコロナ禍の影響等から
大幅な減収となっているが、今後の黒字化に向
け、どのような計画を考えているのか。

【交通局】コロナ禍の長期化による減収対策や、５年
間で４億４千万円の特別減収対策企業債の償還を
行っていく必要がある。そのため、長崎バスとの共
同経営による効率的な路線再編を引き続き進めると
ともに、営業所の配置見直しによる長崎営業所の
土地等を活用し収益の確保や、子会社の県央バス

を交通局に統合し一体的に経営する等、事業経営
が着実なものになるよう努めてまいりたい。

【意見】コロナ禍に加え、喫緊の課題である人口減
少もバス事業に大きな影響があり、より長期的
な視点で経営を考える必要がある。県営バスは
公共交通機関として大変重要であり、今後も安
定的に事業運営していくためにも、路線バスが
運行する自治体と一体となって取り組んでいただ
きたい。
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開及び需要回復に努めてまいりたい。

７ 交通局の中期経営計画の見直しについて

【質問】後期５か年の収支計画の策定等の見直しを
行う中で、前期５か年はコロナ禍の影響等から
大幅な減収となっているが、今後の黒字化に向
け、どのような計画を考えているのか。

【交通局】コロナ禍の長期化による減収対策や、５年
間で４億４千万円の特別減収対策企業債の償還を
行っていく必要がある。そのため、長崎バスとの共
同経営による効率的な路線再編を引き続き進めると
ともに、営業所の配置見直しによる長崎営業所の
土地等を活用し収益の確保や、子会社の県央バス

を交通局に統合し一体的に経営する等、事業経営
が着実なものになるよう努めてまいりたい。

【意見】コロナ禍に加え、喫緊の課題である人口減
少もバス事業に大きな影響があり、より長期的
な視点で経営を考える必要がある。県営バスは
公共交通機関として大変重要であり、今後も安
定的に事業運営していくためにも、路線バスが
運行する自治体と一体となって取り組んでいただ
きたい。
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　コロナ禍の中、沈静の萌しを見せ始めた年末年
始、各種団体の諸行事が再開されています。
　午後は長崎市内、夕方は諫早市内と移動を余
儀なくされることがあります。行事にはアルコール
がつきものですが、そこで威力を発揮するのがノ
ンアルビール。
　見かけも味もグッド、お世話になり元気に活動
ができています。
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並行在来線調査：肥前鹿島並行在来線調査：肥前鹿島 12月の積雪12月の積雪

副議長室へ来訪副議長室へ来訪

長崎県ケアラー支援条例制定長崎県ケアラー支援条例制定

琴ノ尾岳眺望改善を地元自治会長と共に県担当部へ要望琴ノ尾岳眺望改善を地元自治会長と共に県担当部へ要望

　昨年もコロナに明けコロナにくれた１年間でしたが皆
様におかれましては、今年こそはと希望の新年をお迎
えのこととお喜び申し上げます。
　コロナウイルス感染症第７波も一旦落ち着きを見せる
気配でしたが年末にきて県内において１日２０００名近
くの第８波の感染者を見るに至り予断を許さない状況
になりました。
　マスク着用で三密を避け感染防止に気を配り元気は
つらつご活躍下さい。
　昨年は寅年でした。壬寅（みずのえトラ）は乳寅、母
寅と言われ優しいトラの年でありましたが、昨年の今
年の漢字は「戦」でした。
　ロシアのウクライナ侵攻などでは世界中が心を痛め、
カタールにおけるワールドカップサッカーは日本国民が
沸き立つような快挙を見せてくれました。
　県議会においては坂本議長から中島議長へ交代とな
りましたが、副議長は継続となり引き続き私が務めさ
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せて頂いています。

年が明け、寅年から兎年へ
　兎年は「飛躍」や「向上」の年ともいわれます。
　昨年は前年から続いて新型コロナウイルス感染症拡
大が私たちの生活に大きな影響を与え、廃業や休業な
ど引き続き余儀なくされた方も多くおられたと思いま
す。しかし一方で感染状況がだんだん好転し、回復の
兆しが見え始め、今年は今までの数年間から大きく「飛
躍」し、私たちの生活が大きく「向上」する年になって欲
しいと強く願うものです。
　間もなく統一地方選挙、４期目への戦いがスタート
します。
　人口減少対策など課題山積の長崎県政を希望と活力
あるものとするように頑張ります。
　皆様の更なるご指導ご支援をお願いし、新年のご
挨拶と致します。
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あけましておめでとうございます。あけましておめでとうございます。

今年は決戦の年です。改革21の精鋭！今年は決戦の年です。改革21の精鋭！

○保育人材の確保及び処遇改善
○中小・小規模事業者に対する支援及び支援体制の拡充・強化

可 　 決
さ れ た
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